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杉 並 区 で は 、 小 学 校 や 公 園 な ど の 出 入 口 の 地 面 に 子 ど も の 飛 び 

出 し 事 故 を 防 ぐ た め の 路 面 ス テ ッ カ ー が 貼 っ て あ る 場 所 が あ り ま 

す 。` と ま れ 」 と い う 文 字 と 子 ど も の 目 に つ き や す い ` 動 物 の 絵 柄 」 
⑨ 妙 正 寺 川 寺 前 橋 ( 本 天 沼 ③ 丁 目 )  ⑥ 善 福 寺 川 本 村 橋 ( 掘 ノ 内 ① 丁 目 ) 

⑨ 四 宮 小 学 校 ( 上 井 草 ② 丁 目 0 井 草 川 遊 歩 道 ( 下 井 草 ④ 丁 目 ) 
が セ ッ ト に な っ た も の で 、 か つ て ` 動 物 の 絵 柄 」 は ⑭ 種 類 あ り ⑨ 妙 正 寺 公 園 ( 清 水 ③ 丁 目 ) ⑨ 桃 固 川 緻 道 ( 阿 佐 谷 南 ② 丁 目 
ま し た 。 現 在 で は 、 ワ ニ や イ ル カ な ど の ⑤ 種 類 と 、 杉 並 区 公 式 キ ャ 栖 団 川 緑 道 ( 阿 佐 谷 南 ② 丁 目 ) ⑨ 桁 固 川 遊 歩 道 ( 天 沼 ② 丁 目 ) 
ラ ク タ ー の ` な み す け 」 と ` ナ ミ ー」 が 主 と な っ て い ま す 。 経 年 ⑨ 八 成 公 園 ( 井 草 ② 丁 目 0 妙 正 寺 川 妙 正 寺 橋 ( 清 水 ③ 丁 目 ) 

劣 化 や 舗 装 な ど の 改 修 に 伴 い 、 無 く な っ て し ま っ た 絵 柄 も あ り ま 

すが二 遊 歩 道 や 水 路 、 図 書 館 等 の 公 共 施 設 の 出 入 口 な ど さ ま ざ ま 今 回 の ` 杉 並 景 観 録 」 の 感 想 、 好 き 團 

な 場 所 に あ り ま す の で 、 街 中 を 散 策 す る 際 に は 足 元 に も 目 を 向 け な 杉 並 区 の 景 観 、 今 後 取 り 上 げ て ほ 唇 
て み る と ま た 新 た な 発 見 が あ る か も し れ ま せ ん 。 し い テ ー マ 等 を ぜ ひ 教 え て く だ さ い 。 回



は 妙 正 寺 池 を 水 源 と し 、 区 内 北 部 を 

ほ ぼ 東 へ 流 れ る 延 長 ⑨ キ ロ メ ー ト ル 

( 区 内 部 分 約 ⑫ キ ロ メ ー ト ル ) の 川 で 、 中 野 区 ・ 新 宿 区 を 経 

て 神 田 川 に 合 流 し 、 最 後 は 隅 田 川 に 注 ぎ 込 み ま す 。 両 岸 に 遊 

歩 道 が 整 備 さ れ て お り 、 妙 正 寺 公 園 の 北 側 か ら 続 く 井 草 川 遊 

歩 道 と 合 わ せ て 散 策 さ れ る 方 々 が 多 く い ら っ し ゃ い ま す 。 

蓋圖鼠 は 諸 福 寺 池 を 水 源 と し 、 杉 並 区 の 中 

央 を 南 東 に 蛇 行 し て 流 れ 、 中 野 区 に 

入 っ て 神 田 川 に 合 流 す る 区 内 最 長 の 川 で 、 区 内 で の 延 長 は 約 

①0.⑤ キ ロ メ ー ト ル で す 。 水 源 で あ る 善 福 寺 池 の あ る 都 立 善 福 

寺 公 園 を は じ め 、 川 沿 い の 都 立 善 福 寺 川 緑 地 ・ 和 田 堀 公 園 は 、 

武 蔵 野 の 面 影 を 伝 え る 豊 か な 緑 が 残 り 、 私 た ち の 目 を 楽 し ま 

せ て く れ ま す 。 
杉 並 区 に は 、 妙 正 寺 川 、 善 福 寺 川 、 神 田 川 の ③ 河 川 と 

玉 川 上 水 が 流 れ て い ま す 。 杉 並 区 景 観 計 画 で は 、 杉 並 区 

の 特 徴 的 な 風 景 を 作 る 重 要 な 要 素 と と ら え 、 ` 水 と み ど 

り の 景 観 形 成 重 点 地 区 」 に 指 定 し て い ま す 。 
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水 と み ど り の 景 観 形 成 重 点 地 区 

杉 並 区 は 区 内 全 域 を 景 観 計 画 区 域 と し て お り 、 重 点 的 に 景 観 づ く 
り を 進 め る 景 観 形 成 重 点 地 区 と 、 そ れ 以 外 の 一 般 地 域 に 区 分 し 、 
そ れ ぞ れ 方 針 や 基 準 を 定 め て い ま す 。 

※ 地 図 中 の 部 分 が 重 点 地 区 で す 

は 多 摩 川 の 水 を 江 戸 市 中 に 供 給 す る 
た め 、①⑥⑤③ 年 庄 有 衛 門 ・ 清 和 衛 門 兄 

弟 ( 後 の 玉 川 兄 弟 ) が 江 戸 幕 府 か ら 下 命 さ れ 開 削 し た 上 水 路 
で す 。 羽 村 市 か ら 新 宿 区 内 藤 町 ま で 約 ④③ キ ロ メ ー ト ル を 開 水 
路 で 導 水 し 、 そ こ か ら 先 は 石 管 や 木 管 に よ っ て 江 戸 市 内 に 給 
水 し ま し た 。 杉 患 区 内 の 開 き ょ 部 分 は 、 牟 礼 橋 か ら 測 間 様 ま 
で で 、 そ こ か ら 下 流 は 暗 き ょ と な っ て い ま す 。 開 き ょ 部 分 は 
都 立 玉 川 上 水 緑 道 が 整 備 さ れ て お り 、 歴 史 と 豊 か な 緑 を 感 じ 
つ つ 散 策 で き る 遊 歩 道 や 散 歩 道 が あ り ま す 。 

mm は 井 の 頭 息 賜 公 園 に 湧 く 井 の 頭 池 を 水 源 

と し て お り 、 杉 並 区 を 東 へ 流 れ 中 野 区 で 

善 福 寺 川 と 妙 正 寺 川 に 合 流 し 、 中 央 区 の 両 国 橋 付 近 で 隅 田 川 

に 注 い で い ま す 。 区 内 で の 延 長 は 約 ⑧ キ ロ メ ー ト ル で す 。 遊 

歩 道 が 整 備 さ れ て お り 、 都 立 高 井 戸 公 園 、 柏 の 宮 公 園 、 塚 山 

公 園 、 下 高 井 戸 お お ぞ ら 公 園 な ど 大 き な 公 園 が 近 く に あ り 、 

ラ ン ニ ン グ や ウ ォ ー キ ン グ を さ れ る 方 々 に 愛 用 さ れ て い ま す 。



杉 並 区 景 観 計 画 を ご 覧 く だ さ い / 目 に も 楽 し い わ か り や す い 内 容 に 
な っ て い ま す 。 

令 和 ⑦ 年 ④ 月 に 第 ② 回 改 定 を 行 い ま し た 。 

改 定 の 目 的 

・ 最 新 の 行 政 計 画 の 内 容 を 本 計 画 に 適 切 に 反 映 し て い く こ と 。 
・ 行 政 、 区 民 及 び 事 業 者 の ③ つ の 主 体 が 、 そ れ ぞ れ の 役 割 を 
果 た し 、 景 観 づ く り に 取 り 組 む こ と 。 

・ 景 観 づ く り の 取 組 の 周 知 や 意 識 啓 発 を 強 化 し 、 よ り 効 果 的 に 
行 う こ と 。 

改 定 後 の ` 杉 並 区 景 観 計 画 」 は 、 区 ホ ー ム ペ ー 
ご 覧 い た だ け ま す 。 

ま た 、 市 街 地 整 備 課 ( 杉 並 区 役 所 西 棟 ③ 階 )、 区 政 
資 料 室 ( 西 棟 ② 階 ) 、 図 書 館 で 閲 覧 す る こ と が で き ま す 。 

ン ⑲ぜひご覧く だ さ い 。 

ジ で 

す ぎ な み 景 観 あ る 区 マ ッ プ 
を 配 布 し て い ま す 

杉 並 区 を 地 域 ご と に 分 け 、 そ れ ぞ れ の 見 ど こ ろ や モ デ ル コ ー | 
ス を 紹 介 す る ` す ぎ な み 景 観 あ る 区 マ ッ プ 」 を 発 行 し て い ま す 。 
` 荻 窪 南 編 」` 阿 佐 谷 ・ 高 円 寺 編 」` 荻 窪 北 ・ 下 井 草 編 」` 西 荻 窪 ・ 
上 井 草 編 」` 諸 福 寺 ・ 西 荻 北 編 」` 西 荻 南 ・ 久 我 山 編 」` 高 井 戸 ・ 
浜 田 山 編 」` 永 福 ・ 和 泉 編 」` 和 田 ・ 堀 ノ 内 編 」 の ⑨ つ に 分 か 
れ て い ま す 。 
歴 史 あ る 建 物 、 緑 豊 か な 公 園 、 点 在 す る 史 跡 等 、 地 域 の 見 ど こ 

ろ を 再 発 見 し て み ま せ ん か 。 歩 き 慣 れ た ご 近 所 を 改 め て 知 る こ と 
に も 、 足 を 伸 ば し た 散 歩 の 手 が か り に も な り ま す 。 ぜ ひ ご 家 族 や 
ご 友 人 と 一 緒 に 街 歩 き を 楽 し ん で く だ さ い 。 

_ あ る 区 マ ッ プ は 区 ホ ー ム ペ ー ジ で ご 覧 い た だ け る ほ か 、 区 
s 華 aa 矯 a 礁yaa 体 所 R 戸 慰 務 所 、 区 民 セ ン タ ー、 図 書 館 、 杉 並 ア ニ メ ー シ ョ 

ン ミ ュ ー ジ ア ム な ど で 配 布 を 行 っ て い ま す 。 

荻 窪 北 西 荻 窪 
・ 下 井 草 緻 ・ 上 井 草 編 


